
革新的学びの創造学寄付講座 シンポジウム

2024年

10月26日（土） 13:30～15:30
Zoom ウェビナーにてオンライン開催（無料・事前登録制）

趣旨
東京大学と㈱ナガセは、教育を通じたインクルーシブ社会の構築に資するために
「ナガセ東京大学『革新的学びの創造学』未来社会協創基金」を創設しました。
第9回シンポジウムでは学びの中の様々な多様性について、多文化、エクイティ
（公平性）、教育資源、バリアに焦点を当てた事例および研究をご紹介します。

【事前登録】こちらをクリックまたは右のQRコードから事前登録をお願いします。

今後、本シンポジウム・シリーズでは教育に関連の深い分野
（脳科学、AI、医学、情報学、通信工学など）の講演を予定しています。

13：30～13：35 開会挨拶
蜂須賀 知理 特任講師（東京大学 大学院新領域創成科学研究科）

13：35～14：00「外国にルーツのある生徒のWellbeingを高めるために
～高校における日本語支援と居場所づくり～」

金田 智 教頭（埼玉県立戸田翔陽高等学校）

14：00～14：25「多様性を考える：学びの現場に求められる姿勢とは」
朴 源花 助教（東京大学 大学総合教育研究センター）

14：25～14：35 休憩

14：35～15：00「新しい教育資源としてのMOOCとその活用方法」
石田 千晃 特任講師（東京大学 大学総合教育研究センター）

15：00～15：25「学びの中の「バリア」を通して多様性について考える」
星加 良司 教授 （東京大学 大学院教育学研究科附属

バリアフリー教育開発研究センター）

15：25～15：30 閉会

「学びの中の多様性」
第9回

https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/webinar/register/WN_-gE0zg7aQji7MhqSuOG4uA
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